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「2026年６月期 第３四半期 決算説明資料」に関する動画書き起こし 
 

当社が 2026 年５月８日に開示いたしました「2026 年６月期 第３四半期 決算説明資料」に関する動

画の書き起こしを掲載いたします。 

一部、内容の明確化、表現を文書形式に調整しております。 

詳細につきましては次頁以降をご参照ください。 

 

 なお、動画本編は当社 IRサイトをご参照ください。 

 https://dive.design/ir 

 

以上 
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  (コード番号：151A 東証グロース) 

問合せ先 執行役員管理本部長  大野 友裕 

 （TEL. 03-6311-9833） 
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株式会社ダイブ、代表取締役社長の庄子です。 

 

 
2026年６月期 第３四半期の業績ハイライトをご説明させていただきます。 



 
まず足元の事業環境につきましては、良好に推移しております。 

１月から３月のインバウンド旅行者は、過去最多の 1,068 万人を突破しました。 

中国人旅行者は以前と比較して半減しておりますが、欧米を中心とした他国の旅行者が、減少分をカ

バーし、全体を力強く牽引しております。 

また、当社の主戦場であるホスピタリティ産業は、他業界と比較して生成 AIに代替されにくい特性が

あり、深刻な人手不足を背景とした人材需要は依然として旺盛です。 

こうした需要を確実に捉えた結果、売上高は前期比 10%増の 116 億円となり、２桁の伸び率を達成し

ました。 

営業利益・経常利益は約 7.6 億円と、想定を上回る進捗で推移しており、引き続き過去最高を更新し

ております。 

 

次は四半期別の推移です。 



 
まず、主力事業である観光 HR事業の売上高についてです。 

例年、夏休みシーズンを含む１Qが最大の繁忙期であり、売上が最も高くなります。 

今期は、採用施策が好調に推移した結果、繁忙期である１Q を上回る過去最高の売上を記録しました。 

成長の勢いも加速しており、１Qは 6.5%増、２Q累計は 8.2%増、３Q累計では 10.3%増と、右肩上がり

の成長を継続しております。一方で、地方創生事業につきましては、閑散期ということもありますが、

想定と比較して稼働率が低下しました。今後の繁忙期シーズンに向けて、テコ入れを図ってまいります。 

ここで、利益率について２点補足させていただきます。 

まず売上総利益率ですが、前期比で 0.4ポイント低下しております。 

これは、シェア拡大に向けた投資として、スタッフ時給の引き上げを優先的に実施したことによるも

のです。 

営業利益率についても、広告宣伝の強化により 0.2 ポイント低下しましたが、投資の結果として就業

者数は 12.2%増と拡大しており、広告施策とシェア拡大への投資は成功したと評価しております。 



 
観光 HR 事業における主要 KPI の「就業者の人数」と「就業者 1 人あたりの売上高（LTM）」の推移で

す。 

就業者につきましては、延べ人数・UU数ともに過去最高を更新いたしました。 

前期から大きく伸びている職業紹介スタッフの割合は依然として高い傾向にありますが、人材派遣ス

タッフも増加傾向にあります。 

「就業者 1人あたりの売上高（LTM）」は、直近１年間で就業したスタッフ１人あたりの平均売上高で

す。 

前期比で 1.8%減少しておりますが、これは第３四半期の１月～３月において新規スタッフの採用が好

調に推移したことによるものです。 

新規スタッフは就業期間が短く、一時的に LTM が低く算出されますが、ポジティブな状況だと捉えて

おります。 

実際に、人材派遣の UU数は、前期の 8.2%増から今期は 12.2%増へと伸びが加速しており、採用数も右

肩上がりで推移しております。 



 
高止まりしている職業紹介について、改めてご説明いたします。 

まず前提として、スライド左側に記載しております通り、職業紹介による売上高は、粗利のみを売上

高に計上するため、人材派遣と比較して、売上高の計上額が低くなる性質があります。 

粗利の「額」自体に大きな差はありませんが、職業紹介が想定を上回ると売上高が低く見えることに

なります。 

また、スライド右側の図に記載しております通り、職業紹介の割合は、前期の第３四半期と比較して

２%ほど減少しておりますが、高い割合を維持しております。 

当社としましては、人材派遣も職業紹介も売上計上の違いはありますが、どちらでも収益に与える影

響は無いと考えておりますので、人材派遣、職業紹介ともに注力してまいります。 

 

次に主力事業である観光 HR事業の業績です。 

 



 
観光 HR事業の売上高、売上総利益、営業利益の全てにおいて過去最高を更新しております。 

先ほどもお伝えしましたとおり、売上総利益率は 21.4%と、前期と比較して 0.5 ポイント低下してお

ります。 

戦略的なスタッフ時給の引き上げや広告強化により、利益率は前期と比較して若干低下しております

が、販管費率を 11.2%に抑えるなど、生産性を意識した事業運営を継続しております。 

今後も生産性を高め、売上・利益ともに伸ばしていけるよう、市場動向を見極めながら適切な投資を

実行してまいります。 

 

次に計画予算に対する進捗です。 

 

 

 



 
売上高については、右肩上がりで増収は継続しているものの、通期計画に対してはややビハインドし

ている状況です。 

観光 HR事業の職業紹介の増加や、地方創生事業が想定を下回る進捗となったためです。第４四半期で

の巻き返しを図ってまいります。 

一方で、利益面については高い進捗となっております。 

第３四半期時点での計画進捗率は約 81%を見込んでおりましたが、営業利益・経常利益ともに 95%前後

の進捗となっております。 

今期予定している２億円の先行投資につきましては、第３四半期までの投資予算に対して約 57%を消化

しております。 

投資予算につきましては、下期に偏重して予算組みをしておりますので、第４四半期も投資を継続す

る予定です。 

 

次は、第３四半期の主なトピックスです。 



 
第３四半期の主なトピックスは６つです。 

詳細は資料をご参照ください。 

 

次に 2026年６月期の事業計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
昨年８月に開示した事業計画と変更はありません。 

売上高は前期比 16.1%増の 160 億円、営業利益は 5.8%増の 8 億円、当期純利益は 19%増の 5.4 億円を

計画しております。 

 

次に先行投資の進捗状況です。 

 

 

 

 

 

 

 



 
５つのテーマに沿ってご説明します。 

１点目の『売上・市場シェア向上』では第一想起の獲得に向けて、ブランドアンバサダーに「のん」

さんが就任いたしました。  

また、次世代を見据えた SEO 戦略や広告の運用改善により、採用に直結する『有効応募』を大きく拡

大させつつ、応募単価の改善も実現しています。 

２点目の『生産性向上』では全営業担当へ BI ツール『Tableau（タブロー）』を導入しデータドリブ

ンな運営を始動しました。  

また、若年層を中心とした AI面接の本格導入、給与前払い制度のデジタル化による利便性向上を進めて

います。 

３点目の『新規事業』では、この度、観光庁による「廃屋撤去・再生による地方温泉地等のまちづく

り支援事業」に係る事務局に採択されました。  

これまで観光 HR事業や、自社での廃業ホテル再生などの地方創生事業を通じて培ったノウハウを最大限

に活かし、持続可能で高付加価値な温泉地・観光地の再生に貢献してまいります。  

また、ハッサクのセールスに加えて、ハッサクを起点としたスポット BPOも推進しております。 

４点目の『M&A』では複数の有望案件を継続的に精査しております。  

当社のさらなる成長に資する案件を見極めるべく、スピード感を持ちながらも、慎重な判断を重ねてい

く方針です。 

５点目の『組織力向上』につきましても、ホールディングス化へ向けた体制整備など、計画通り順調

に進捗しております。 

 

次に、財務状況です。 



 
財務情報につきましては、資料をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
最後に、中期プラットフォーム戦略の概要と進捗状況についてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

今後、リゾートバイトダイブは、ただ求人を探せるだけのサイトサービスから、国内最大の『NO.1 リ

ゾートバイトプラットフォーム』へと進化してまいります。 

それは、採用数や求人数、そして集客の規模を大きくするだけではなく、新しい価値提供もあわせて

差別化をすすめていく中期事業戦略です。 

具体的に進化させる戦略テーマは３つ。 

緑色の『集客マーケティング』、オレンジ色の『求人仕入れ』、そして青色部分の『マッチング』で

す。 

それぞれが高度化することで、圧倒的 NO.1を獲得し、『採用数』の最大化、そして私たちのミッショ

ンである『あの日』の最大化を実現していきます。 

これが、『観光人材アクションプラットフォーム構想』の勝ち筋であり目指す姿です。 

 

 



 
 

まず「集客の進化」についてご説明します。 

こちらのスライドでは、赤字で示している箇所が今回アップデートしたポイントとなります。 

④の『インフルエンサー』についてです。 

リゾートバイトのリアルを SNS で投稿してくれるインフルエンサーが、前回の 200 人からさらに拡大

し、300 人を突破しました。この一次情報の発信強化が、新規顧客の獲得に大きな好影響を生み出して

おります。 

次に、⑤の『コミュニケーション強化』についてです。 

求職者との重要な接点となる『LINE友だち数』が着実に増加し、22万人を突破しました。ユーザーと

の直接的なコミュニケーションをさらに深め、利便性も高めてまいります。 

 

 



 
 

引き続き、「集客の進化」についてご説明します。 

今期はマーケティング改革元年として有料集客の戦略転換を行い、採用転換率の高い『有効応募』を

拡大させると同時に、応募単価も改善しております。 

成果面といたしましては、有効応募数が前期比で 31%増と大きく拡大しました。この有効応募の拡大

に伴い、面接数も前期比で 21%増加しております。 

次に、各施策のアップデートについてです。 

まず、ブランド戦略による第一想起獲得に向けて、ブランドアンバサダーに「のん」さんが就任しま

した。 

また、『リゾートバイトナビ』は成長を遂げており、リゾートバイト漫画は 80 本、お役立ち記事は

600 本を突破しました。さらに、リゾートバイトのリアルを伝えるインフルエンサーによる SNS 動画投

稿も 1,000件を突破しました。 

引き続き、AIO や LLMO といった先行者優位獲得に向けた次世代戦略も推進し、『NO.1 リゾートバイ

トプラットフォーム』の構築をスピード感をもって進めてまいります。 



 
続いて、「求人仕入れの進化」についてご説明します。 

まず、①のクライアント基盤の拡大についてです。 

取引先企業数は 3,637 社、稼働施設数は 6,707 施設まで拡大しました。2025 年 12 月末から３ヶ月間で

施設数は 285件増加しており、着実に全国のクライアントとの接点を広げております。 

次に、⑤の『観光特化型 SaaS ハッサク』についてです。 

大型施設を中心に導入が拡大しており、2026 年３月末時点で 175施設まで導入が進みました。 

今後も、求人の「量」「質」、そして「付加価値」のすべてを強化し、 

求人仕入れの基盤そのものをさらに進化させてまいります。 

 

 

 

 



 
最後に、マッチングの進化については、 

①のハイタッチ、②のロータッチ、③のテックタッチ、④の AIタッチは、これまでに構築した基盤を

しっかりと運用フェーズに乗せ、各プロセスの転換率改善を進めております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
以上が、2026年６月期 第３四半期の業績と、観光 HR事業の中期プラットフォーム戦略です。 

今後も事業の成長スピードを加速させていきたいと考えておりますのでご支援のほど、よろしくお願

いいたします。 

 

以上 


